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は

1
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で

す
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計
 

選挙区 地区名 

第 1 区系g娠 
第 2区 栄．梅 沢 1.237 1.237 2.474 
第 3区 七 	和 	971 1.019 	1.990 
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第 6区 三 	好 	828 	833 	1.661 
第 7区 松 
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中山山脈の文化を探る① 

津 軽 考 古 学 会 

会長 秋 元 省 三 

遠い遠い昔のことである。 わが国に一匹の大蛇がすんで

いました。だんだん身体が大きくなつたので、 日本の国が

せせこましくなり、どこか広い国にいつて、 らくらく暮し

てみようと考え、シペリャ大陸なら、 いかに大きな自分で

も、のびのびとすめるのではないかと、 はるばるみちのく

の果て津軽までやつて来たところ、 日本海がものすごく荒

れ波が高くて、 とても渡ることができない。 

しかたがないので波の静まるまで待つことにし、くる日

も、 くる日も動かずにじつとして西の方をにらんでいた。 

が、しかし、何年待つても海が凪ぎない。 大蛇はあきらめ

ることなく何十年も何百年もシベリャ大陸の方をにらんだ

まま待つた。 ときおりは、 うらめしそうな暗い影がその冷

たい表情をよぎることはあつたが、 大蛇は身動きひとつせ

ず、気ながに、根気よく待ち続けたのである。 

そのうちに大蛇の背に苔が生え、草が生え、木が繁るよ

うになつた。いつの間にか大蛇は、 望みを果せぬまま息絶

えて固くなつてしまつていたのである。 

戸の亡きがらが今の中山山脈であり、その頭が権現崎と

なつたのだと、先住民族によつて、 甲から乙へ、乙から丙

へ、それからそれへと語り伝えられ、それをほんとうのこ

とと信じて、遂には信仰に変り、 修験者の崇めたてまつる

ところとなつたのだとの伝説があります0 

(1) 

七
月
十
二
日
は
農
業
委
員
会
委

員
の
選
挙
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す

こ
ん
ど
の
選
挙
は
任
期
（
三
年
）
 

満
了
に
よ
り
お
こ
な
わ
れ
る
も

の
で
す
。
 

農
業
委
員
は
農
業
の
振
興
計

画
を
た
て
た
り
、
田
畑
の
利
用

方
法
を
改
善
し
た
り
、
ま
た
農

地
問
題
の
争
い
を
防
ぐ
こ
と
や

農
家
の
経
済
的
社
会
的
地
位
の

向
上
を
は
か
る
た
め
の
大
切
な

任
務
を
も
つ
て
い
ま
す
。
 

と
つ
さ
の
手

当
 

あ
わ
て

ず
に
 

「
『
 

△
目
に
ゴ
こ、
 

占
『I
U・
 
が

入
つ
た
 

ス
（
 
①

こ
す
ら
ず
清
水

階
 
の

中
で
目
を
パ
 

y
 

チ
パ
チ
す
る
。
 

一
 
】
 
②

ま
ぶ
た
を
返
し
 

し
か
 

て
ゴ
ミ
が
見
つ
 

］
己
列
（
 

か
つ
た
ら
脱
脂

綿
に
水
を
含
ま
せ
軽
く
ふ
き

と
る
。
 

③
目
薬
で
流
し
だ
す
、
ホ
ウ
サ

ン
水
で
洗
う
。
 

④
処
置
し
て
も
と
れ
な
い
と
き

は
眼
科
へ
。
 

△
耳
に
な
に
か
入
つ
た
 

①
豆
の
よ
う
な
も
の
な
ら
耳
を
 

農
家
の
意
志
を
正
し
く
農
政

に
反
映
さ
せ
る
立
派
な
代
表
者

を
選
ん
で
豊
か
な
農
家
経
営
を

築
き
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。
 

不
在

投
票

は
 

十
一
日
ま

で
 

選
挙
当
日
、
仕
事
や
用
事
で
他

の
市
町
村
に
出
張
、
旅
行
ま
た

は
滞
在
中
の
方
は
七
月
十
一
日

午
後
五
時
ま
で
不
在
投
票
が
で

き
ま
す
。
 

下
に
し
て
そ
の
方
の
足
で
ト

ン
ト
ン
は
ね
る
。
 

②
虫
の
と
き
は
暗
く
し
て
ア
カ

リ
を
耳
に
む
け
る
。
 

③
出
な
い
と
き
は
耳
鼻
科
へ
。
 

A
お
腹
が
激
し
く
痛
む
 

（
七
転
八

倒
）
 

①
大
急
ぎ
で
内
科
医
を
呼
ぷ
。
 

②
静
か
に
ね
か
せ
勝
手
な
手
当

を
し
な
い
。
 

③
は
い
た
も
の
や
便
は
医
者
に

見
せ
る
。
 

A
急
に
激
し
い
頭
痛
、
高

い
熱
、
は
き
気
が
す
る
 

①
大
急
ぎ
で
内
科
医
を
呼
ぶ
、
 

脳
膜
出
血
や
脳
膜
炎
が
心
配

で
す
。
 

②
静
か
な
部
屋
を
う
す
ぐ
ら
く

し
て
枕
を
高
く
し
て
ね
か
せ

頭
を
冷
や
す
。
 

ま
た
指
定
病
院

（
市
立

西
北
中
央
病
院
、
同
敷
島

分
院
、
増
田
病
院
）
 
に入

院
し
て
い
る
人
は
病
院
長

に
申
し
出
る
こ
と
に
よ
つ

て
病
院
で
不
在
投
票
が
で

き
ま
す
。
 

投
 
票
 
の
 

で

き
る
人
 

市
内
に
生
所
が
あ
つ
て

、
 

昭
和
三
十
八
年
三
月
五
日

現
在
満
二
十
才
以
上
の
人

で
一
反
歩
以
上
の
農
地
に

つ
き
耕
作
の
業
務
を
営
む

人
お
よ
び
そ
の
人
の
同
居

の
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶

者
で
年
間
六
十
日
以
上
耕

作
に
従
事
し
て
い
る
人
。
 

△
一
 

市
消
防
本
部
が
こ
の
ほ
ど
ま
と

め
た
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
火

災
発
生
件
数
は
二
十
五
件
、
こ

の
う
ち
子
ど
も
の
火
遊
び
に
よ

る
火
災
が
十
一
件
も
発
生
し
て

お
り
ま
す
。
 と
く
に
六
月
中
に

は
四
件
の
火
災
が
あ
り
、
そ
の

全
部
が
子
ど
も
の
火
遊
び
が
原

因
に
よ
る
も
の
で
す
。
 

こ
れ
か
ら
夏
ま
つ
り
、
―宵
宮

な
ど
で
子
ど
も
の
花
火
遊
び
な

ど
も
多
く
な
り
ま
す
が
、
各
家

庭
と
も
充
分
注
意
を
し
、
子
ど
 
 

も
の
火
遊
び
に
よ
る
火
災
を
な

く
し
ま
し
よ
う
。
 

国
民
年
金
保

険
料
 

今
月
末
納
付
期
限
 

今
月
は
国
民
年
金
の
四
、
五
、
 

六
月
分
の
保
険
料
を
納
め
る
月

で
す
。
ま
だ
納
付
し
て
い
な
い

人
は
今
月
末
ま
で
に
市
役
所
国

民
年
金
係
お
よ
び
支
所
に
国
民

年
金
手
帳
を
出
し
て
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。
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③ 止草’・・低温の年の除草剤はMCP-Bが安全であり、大き

い草は抜いてから使用するようにし手取除草でも 7月10日までに終
り、稗抜取は 7月半頃まで随時おこないましよう。 

④ ィネカラバェの防除…本虫の発生は年々多発の傾向にあり

特に山間部では被害が大きいから産卵最盛期の見通しとして7月5日
頃であるが株率で80ノぐーセントになつたら薬剤散布をおこないまし
よう 0 

＜ り 	ん 	ご＞ 

① 摘果完了後も園地を見廻り成らせ過ぎの場合は実すぐりのし

なおしをしましよう。葉の働きをたすけ貯蔵養分が多く、よい花芽

が作られるよう管理をてまめにおこないましよう。 

② 斑落、ダニの出かたが激しくなつてきます。印度の斑落防止
は確実に旧日毎の 6 -12式ポルドウ液で、その他の品種は 4 -12式
ポルドウ液を散布します。 

③ コナカイガラの成虫は大枝の切ロや樹の空洞部付1斤に群比ナ

るのでブラシなどですりつぶすことが防除のコツです。 

④ 早魅の影響はこれからいろいろな点で大きく現れるので草牛

の刈取りと敷藁、敷草の励行は是非おこないましよう。 

⑤ ハリ トーシの被害果は幼虫が脱出する前に摘みとつて水に 3 
日以上つけます。 

⑥ ダニの発生には充分な警戒をしましよう。 

＜畜 	産＞ 

① 畜舎内外の排水乾燥につとめ、風が吹き抜けるようにし窓の 

開放だけでなく、換気口をつけましよう。 

② 全期間中に畜舎内外を消毒剤および殺虫剤を散布し病気の予 

防対策に万全を期しましよう。 

③ 寄生虫の駆除は仔豚時から計画的に実施しましよう。 

旧
地

主
の
調

査
 

申

告
 
は
 
早
 
め
 に
 

終
戦
後
行
な
わ
れ
た
農
地
改
革

に
よ
り
買
収
さ
れ
た
農
地
等
の

旧
所
有
者
パ

旧
地
主
）
 の
問
題
 

に
つ
い
て

は
、
こ
こ
数
年
来
国

会
で
も
話
題
を

に
ぎ
わ
し
て
き

ま
し
た
が
総
理
府
に
『
臨
時
農

地
等
被
買
収
者
問
題

調
査
室
』
 

を
置
き
調
査
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
 

こ
の
調
査
の
概
要
は
、
①
旧

地
主
の
実
情
を
具
体
的
に
明
ら

か
に
す
る
調
査
、
②
こ
の
問
題

に
関
す
る
世
論
勿
動
向
調
査
③

そ
の
他
の
一
般

的
調
査
と

い
つ

た
構
成
に
な
つ
て
い
ま
す
。

・

す
な
わ
ち
旧
地
主
の
貿
収
当

時
の
農
地

の
明
細
、
旧
地
主
の

‘
 

実
情
を
で
き
う
る
限
り
調
査
す

る
と
と
も
に
、

世
論
の
動
向
さ

ら
に
は
社
会
的
経
済
的
基
礎
の

調
査
研
究
等
を
行
な
お
う

と
す

る
も
の
で
す
。
 

実

態

調

査
の
 

実
施
 
内
 
容
 

一
、
こ
の
調
査
は
旧
地
主
の
申
 

告
を
基
礎
に
し

ま
す
。
県
、
 

市
町
村
の
資
料
は
、
農
地
の
 

あ
る
市
町
村

や
買
収
期
日
等

に
よ
り
整
理
さ
れ
て
い
る
た

め
、
人
を
中
心
に
ま
と

め
る

こ
と
は
容
易
で

な
い
の
で
、
 

旧
地
主
の
申
告
に
基
づ
き
、
 

こ
れ
を
県
、
市
町
村
が
補
正

す
る
と
い
う

方
式
が
と
ら

れ

て
い
ま
す
。
申
告

の
際
に
は

買
収
令
書
そ

の
他
の
資
料
を

で
き
る
だ
け
同
時
に
提

示
し
 

人
事
院
で

は
昭
和
三
十
八

年
度

国
家
公
務
員
（
税
務
職
）

初
級

試
験
を

つ
ぎ
の
要
項
で
お
こ
な

い
ま
す
。
 

受
付
期
間
 
七
月
十
五
日

か
ら

八
月
五
日

ま
で
 

試
験
日
、

第
一
次
試
験
九
月
一
一

十
九
日
 

第

一
次
試
験
合
格
者
発
表
 

十
月
二
十
三
日

第
二
次
試
験
 
十
月
下
旬
か
ら

十
一
月
中
旬
の

う
ち
指
定
す

る
一
日
 

最
終
合
格
者
発
表
 

十
二
月
十
日
 
 

て
も
ら
う
こ
と
に
な
つ

て
い

ま
す
。
 

二
、
同
一
世
帯

に
属
す
る
世
帯

員
が
重
複
し
て
申
告
す
る
こ

と
を
さ
け
る
た
め
申
告
は
買

収
さ
れ
た
当
時

の
世
帯
単
位
 

で
す
。
 

、
 

な
お
手
続
の
順
序
は
次

の
と
お

り
で
す
。
 

①
申
告
期
間
は
七
月
一
日
か

ら
約

一
か
月
、
③
申
告
川
紙

は
市
町
村
役
場

に
あ
り
ま
す

⑧
提
出
先
は
現
住
地
、
農
地

の
所
在
地
ど
ち
ら
か
の
市
町

村
役
場
に

な
る
べ
く
持
参
す

る
こ
と
。
 

受
験
資
格
 
昭
和
十
八

年
四
月

二
日
か
ら
昭
和
二
十

一
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
男
子

な
お
昨
年
度
五
所
川
原
地
区

の

高
校
ょ
り
多
数
優
秀
な
高
校
生

が
応
募
さ
れ
、

そ
の
採
用
数
も

県
下
一
を
示
し

て
お
り
ま
す
。
 

米
の
概
算
金
 

受
付
を
開
始
中
 

本
年
産
米
の
集
荷
に
つ

い
て
は

長
雨
に
よ
る
農
作
物
の
被
害

状

況
に
か
ん
が
み
概
算
金
を
早
期
 
 

に
支
払
う
た
め

m
年
ょ
り
二
十

日
も
早
く
売
渡
し
申
込
み
を
受

付
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

受
付
開
始
は
六
月
二
十
五
日
、
 

受
付
期
限
は
八
月
三
十

一
日
ま

で
で
す
。
 

概
算
金
は
玄
米
六
〇
キ
ロ
当

り
八
〇
〇
円
で
す
。
 

ゴ

、、
、
捨
て

場
 

川
山
埋
立
地

に
 

夏
と
も
な
り
、
そ
ろ
そ
ろ
カ
、
 

ハ
ェ
の
発
生
が
め
だ
つ
て
き
ま

し
た
が
、
特
に
ハ
 ェ
の
発
生
源

と
な
る
ゴ

ミ
を
市
で
は
土
曜
、
 

日
曜
の
休
み
な
く
回
収
に
努

力

し
て
お
り
ま
す
の
で
何
分
の
ご

協
力
か

お
顕
い
し
ま
す
。
 

な
お
ゴ

ミ
捨
て
場
所
を
川
山

部
落
旧
十
川
埋
立
地
に
指

定
し

ま
し
た
か
ら
大
量

に
ゴ
ミ
の
出

る
事
業
所
で

は
必
ず
指
定
揚
所

に
捨
て
る
よ
う
に
し

て
下
さ
い

⑥
大
量

に
ゴ
ミ
の
出
る
事
業
所

に
お
い
て
は
自
家
処
理
ね
が

い
ま
す
。
 

⑨

一
般
家
庭

に
お
い
て
は
大
掃

除
、
そ
の
他
特
別
に
ゴ

、、、
が

出
た
場
合
は
炭
俵
に

つ
め
て

運
搬
し

ゃ
す
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
 

⑨
紙
く
ず

の
よ
う
な
物
は
な
る

べ
く
自
家
処
理
ね
が

い
ま
す
 

政
 

国
家
公
務
員
試
験
 

受
付

は
八
月
五
日

ま
で
 

＜稲 作＞ 

①水のかけ引き・・・水の見廻

りをよくし水漏を防ぎ、無駄水 

‘をかけないようにしましよう。 

低温の日は 5-’-6 センチ程度の

深水とします。 
② 追肥’・・追肥を計画している場合は 1 2~ 12.5 葉期に一般追

肥は生育の著しく遅れている場合は追肥を中1トするか施肥量を減じ
ましよう。 

深層追肥 固形肥料は 10.5~11.5葉期であるから時期をのがさ
ないように。 

昭和 38 年 7 月 5 日 
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